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	法人ＷＥＢ口座開設利用規定�
	第１条（法人ＷＥＢ口座開設）�
	本サービスは、パーソナルコンピューター（インターネットに接続および閲覧可能な当行所定のOSおよびブラウザを備えた端末（スマートフォン）を含みます）を利用して、普通預金口座を開設できるサービスです。�

	第２条（利用資格）�
	（１）本サービスを利用できるお客さまは、当行所定の地域を届出の住所とし、当行所定の条件を満たし、かつ当行が適当と認めた日本法人とします。�
	（２）任意団体（権利能力なき社団など法人格を持たない団体等を含みます）、外国法人および当行が別途対象外と定める法人は、本サービスを利用できません。また、代表者、申込者(申込手続を行う人を言います。）または実質的支配者が日本居住者でない場合も、本サービスを利用できません。�
	（３）本サービスの利用は、法人の代表者本人または法人が委任する者が行うものとします。�
	（４）本サービスによる普通預金口座開設後は、各種商品・サービスのご利用にあたっては、各取引に係る規定（以下、「関連規定」 といいます）にて利用資格を定めている場合があります。この場合、前３項のほか、関連規定に定める利用資格を満たす必要があります。�

	第３条（取引の開始）�
	（１）お客さまは、本規定および当行が別途定める関連規定を承認し、その他同意事項に同意のうえ、パーソナルコンピューターを通じて普通預金口座の開設を申込むことができます。なお、当行所定の審査および手続き完了時に普通預金口座が開設され、以後本サービスを利用して開設された口座（以下、「法人ＷＥＢ開設口座」といいます）を使った取引が開始できるものとします。�
	（２）法人ＷＥＢ開設口座の開設は、お客さま一法人につき原則一口座とします。なお、既に当行に普通預金取引がある場合、本サービスは原則利用いただけません。�
	（３）法人ＷＥＢ開設口座の開設は、お客さまが本規定を承認し、当行所定のＷｅｂ画面から必要事項を入力および当行が指定する方法により必要書類を提出し、口座開設にあたって本人確認書類を用いて当行が別途定める取引時確認手続きをしてお申し込みになり、当行がこれを受付し、所定の審査を行うものとします 。�
	（４）前項のお申し込みを受け付けた後、当行職員によるＷｅｂ上でのビデオ通話、お客さまの事務所等への訪問その他お客さまの事業実態等の確認を含む当行所定の審査を行い、当行が開設を決定したときに完了するものとします。�
	（５）前項の審査にあたり、電話やメール等により追加書類の提出または補足情報の提供を求める場合があります。この場合、お客さまはこれに応じるものとします。�
	（６）第1項の申込みに当たっては、パーソナルコンピューターで受信可能な電子メールアドレスを登録していただき、当行は、本サービスに関するお知らせその他必要なご連絡を、同電子メールアドレス宛に行います。なお、登録していただいた電子メールアドレスが共有電子メールアドレスの場合にお客さまが損害を被ることがあっても、当行は責任を負いません。�

	第４条（申込みの解除）�
	前条第1項のお申し込み後、同条第4項の手続完了前にお客さまが以下の各号のいずれか一にでも該当した場合には、全てのお申し込みを 解除させていただく場合があります。�
	①審査過程にてお客さまに要請した書類の提出や情報提供が当行所定の期間内に対応いただけなかったとき�
	②第11条1項③から⑤まで、⑨および⑩に定めるいずれかの事由�
	③同条4項①または②に定める事由�

	第５条（取引時確認）�
	（１）法人ＷＥＢ開設口座の開設にあたっては、「犯罪による収益の移転防止に関する法律」等の関係法令（以下、「犯罪収益移転防止法等」といいます）に基づき、当行が別途定める取引時確認手続きを行います。なお、お客さまの法人名、本店または主たる事務所の所在地、代表者等の本人特定事項その他取引時確認事項に虚偽の告知があった場合、犯罪収益移転防止法等により処罰されることがあるのでご注意ください。�
	（２）口座開設後であっても、口座開設時の取引時確認に際してお客さまが本人特定事項につき虚偽の告知を行った疑いがある場合、なりすましの疑いがある場合、その他当行が必要と判断した場合は、再度、当行が指定する本人確認書類の提出を求めることがあります。当行が定める期日までに、当該本人確認書類の提出がない場合、当行はお客さまに通知することなく、取引の全部を停止し、または口座を解約することができます。�
	（３）前２項に基づき、当行が口座開設を行わず、または口座を解約したことによってお客さまが損害を被ることがあっても、当行は責任を負いません。�

	第６条（商品・サービス等の変更）�
	（１）当行は、本サービスを、お客さまに事前に通知することなく任意に変更できるものとします。�
	（２）前項の変更については、当行のホームページへの掲示、電子メールの送信またはその他の方法により告知します。�
	（３）第１項の変更によってお客さまに生じた損害については、当行は責任を負いません。�

	第７条（通知および告知方法）�
	（１）当行からお客さまへの各種通知および告知は、原則として、当行のホームページへの掲示、電子メールの送信、届出の住所への郵送またはその他の方法のいずれかにより行われるものとします。�
	（２）当行が届出の電子メールアドレスまたは住所に、各種通知および告知を行った場合は、通信事情等の理由により延着し、または到着しなかった場合でも、通常到着すべきときに到着したものとみなし、そのためにお客さまに生じた損害については、当行は責任を負いません。�

	第８条（届出事項の変更等）�
	（１）法人名、代表者名、住所、電話番号、電子メールアドレス、その他当行への届出事項に変更があった場合、直ちに当行所定の方法により当行に届け出てください。届出の変更は当行の変更処理が完了した後に有効となります。なお、届出の変更は電子メールでは受付できません。�
	（２）お客さまが当行に届け出た住所、電話番号、電子メールアドレス、その他当行への届出事項が、誤った内容となっていた場合に生じた損害については、当行に責任がある事由による場合を除いて当行は責任を負いません。�
	（３）届出事項に変更があった場合、お客さまが変更の手続きを行い、変更処理が完了するまでの間に、変更が行われなかったことにより、お客さまに生じた損害については、当行は責任を負いません。�
	（４）届出の住所、法人名または代表者名その他当行に届け出た名義あてに送付した通知または送付書類が未着として返戻された場合、当行は通知または送付書類の送付を中止し、全部または一部のお取引を制限することができるものとします。また、返戻された送付物に関し、当行は保管責任を負いません。�

	第９条（喪失の届出）�
	（１）通帳・キャッシュカード・TSUBASAちばぎんVisaビジネスデビットカードを紛失した場合は、当行所定の手続きを行ってください。なお、再発行する場合には、お客さまは当行所定の再発行手数料を支払うものとします。�
	（２）通帳・キャッシュカード・TSUBASAちばぎんVisaビジネスデビットカードを紛失した場合、喪失の届出がなされる以前にお客さまに生じた損害については、別に定めがある場合を除いて当行は責任を負いません。�

	第１０条（反社会的勢力との取引拒絶）�
	本サービスの利用は、第１１条第４項第１号および第２号のいずれにも該当しない場合に利用することができ、第１１条第４項第１号および第２号の一にでも該当する場合には、当行はこの預金口座の開設等その他すべての取引をお断りするものとします。�

	第１１条（取引の解約等）�
	（１）お客さまが以下の各号のいずれか一にでも該当した場合には、当行はお客さまに事前に通知することなく、当行とのすべての取引を解約できるものとします。この解約によってお客さまに生じた損害については、当行は責任を負いません。�
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